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第 57 号　（2）令和元年 8月１日 議 会 だ よ り

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
改
正

　
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
及
び
学
校
教

育
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
同

法
等
の
改
正
内
容
に
準
じ

て
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
改
正

　
　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に

係
る
施
設
の
使
用
料
を
新

　
た
に
定
め
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

（
消
防
ポ
ン
プ
車

　

（
Ｃ
Ｄ
ー
Ⅰ
型
）
購
入
）

　
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入

契
約
の
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
上
見
町
橋
橋
梁
整
備
工

　

事
）

　
　
上
見
町
橋
橋
梁
整
備
工

事
の
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
蛇
坂
団
地
造
成
工
事
）

　
　
蛇
坂
団
地
造
成
工
事
の

契
約
の
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
元
年
度
補
正
予
算

　

（
下
記
表
参
照
）

☆
全
会
一
致
で
可
決

《
令
和
元
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
１
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

○
平
成
30
年
度
七
戸
町
一
般

　

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

　

算
書
の
報
告

　
　
平
成
30
年
度
予
算
の
う

ち
令
和
元
年
度
へ
繰
り
越

し
た
も
の
（
３
事
業
）
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
☆
報
　
　
告

○
平
成
30
年
度
七
戸
町
一
般

　

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計

算
書
の
報
告

　
　
平
成
30
年
度
予
算
の
う

ち
令
和
元
年
度
へ
繰
り
越

し
た
も
の
（
２
事
業
）
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
☆
報
　
　
告

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て

　
　
人
権
擁
護
委
員
に
小
原

勇
作
氏
を
推
薦
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

○
種
子
法
廃
止
に
よ
る
公
共

　

種
子
を
守
る
た
め
の
請
願

　
　
　
　
　
　
☆
採
　
　
択

６
月定

例
会

議

案

報　

告

諮　

問

請　

願

　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
３
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
、
会
期
を
７
日
ま
で
の
５
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
４
日
は
一
般

質
問
（
２
人
）、
最
終
日
の
７
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

令和元年度６月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

○一般会計補正予算

　（歳入の主なもの）

・国庫支出金　2,766万5千円

・県 支 出 金　1,160万1千円

・繰　入　金　2,204万9千円

・町　　　債　1,820万0千円

一 般 会 計 8,151万5千円 → 105億4,565万7千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 △ 583万3千円 → 20億1,017万3千円

介 護 保 険 659万8千円 → 25億9,703万1千円

公共下水道事業 △ 312万6千円 → 4億3,859万3千円

農業集落排水事業 8千円 → 6,188万2千円

水 道 事 業 会 計
　  収益的収入　　74万5千円  →         　 3億4,177万9千円

　  収益的支出　　74万5千円  →         　 3億0,719万1千円

○一般会計補正予算（歳出の主なもの）
　※４月人事異動による予算組替を除く

・民生費　4,650万0千円　社会福祉費　2,000万円（プレミアム付商品券事業費補助金等）他

・教育費　5,732万0千円　社会教育費　1,850万7千円（（仮称）二ツ森貝塚縄文資料館整備工事費等）他
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○
荒
熊
内
地
区
開
発
事
業
対

策
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
駅
周
辺
荒
熊
内
地
区
整

備
の
調
査
研
究
を
す
る
た

め
、
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
☆
原
案
可
決

○
種
子
法
廃
止
に
よ
る
公
共

　

種
子
を
守
る
た
め
の
意
見

　

書
の
提
出

　
　
　
　
　
　
☆
原
案
可
決

○
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
　
　
賛
成
15
人
　
反
対
０
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

 

荒
熊
内
地
区
開
発
事
業

 

対
策
特
別
委
員
会

発

議

委 

員 

長
　
附
田
　
俊
仁

副
委
員
長
　
三
上
　
正
二

委
　
　
員
　
正
副
委
員
長

　
　
　
　
　
以
　
外
　
の

　
　
　
　
　
議 

員 

全 

員

町
村
議
会
広
報
研
修
会

	
	

				

（
５
月
22
日
）

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
広
報
研
修
会

が
青
森
県
労
働
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
「
議
会
だ
よ
り
」
の
基
本
と
編

集
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
講
師
に
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
な

ど
を
務
め
て
い
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

長
岡
光
弘
氏
を
お
迎
え
し
、
「
広
報
紙
制
作
の
ス

キ
ル
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
住
民
に
分
か
り
や

す
い
紙
面
編
集
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。議会広報研修会の様子

七戸第３分団（蒼前・舘野地区）消防ポンプ自動車配備

　七戸町消防団七戸第３分団（蒼前・舘野地区）に、電

源立地地域対策交付金（東北経済産業局）を活用し、新

しい車両を配備しました。

　町の消防力の強化が図られ、地域住民の生命、身体及

び財産を災害等から守り、これからも引き続き消防活動

に期待されます。

　また、今年度には天間林第３分団（中野地区）に配備

される予定です。　 

＜お詫びと訂正＞

　議会だより№56号の８ページ、教育委員会委
員について、誤字がありました。
　お詫びいたします。正しくは以下のとおりです。
　

【誤】　菊池　龍達　議員
　　↓

【正】　菊池　龍達　委員
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議　

員

　

人
口
減
少
は
町
、
県
や
国

全
体
で
も
深
刻
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

　

町
で
も
移
住
・
定
住
対
策
、

子
育
て
支
援
な
ど
他
町
に
先

駆
け
て
先
進
的
な
取
り
組
み

を
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
、
こ
の
問
題

は
町
当
局
や
議
会
を
挙
げ
て

本
気
で
取
り
組
む
べ
き
最
重

要
課
題
と
思
う
。

　

私
は
、
こ
の
問
題
解
決
に

迫
る
た
め
、
今
定
例
会
で
は
、

若
者
に
働
く
場
を
提
供
し
、

町
の
活
性
化
の
基
本
で
あ
る

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

２
０
１
４
年
６
月
20
日
、

第
１
８
６
国
会
で
小
規
模
企

業
振
興
法
が
成
立
し
、
国
と

す
べ
て
の
自
治
体
に
小
規
模

企
業
へ
の
支
援
が
責
務
と
し

て
明
確
化
さ
れ
た
。

　

町
の
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
振
興
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
が
、
町
は
基
本
的
な

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　
振
興
策
と
し
て
、
小
規
模

事
業
者
の
借
り
入
れ
に
対
す

る
保
証
料
の
補
給
、
創
業
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
、

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の

提
供
、
よ
ろ
ず
支
援
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
者
の
持
続
化
と
、
起

業
・
創
業
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

議　

員

　

町
や
商
工
会
も
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、

総
合
的
な
取
り
組
み
の
姿
勢

や
関
係
機
関
、
商
工
会
、
業

者
、
金
融
、
学
校
、
町
民
な

ど
の
役
割
分
担
を
も
っ
と
明

確
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

町
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ

た
製
品
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
町
内
で
積
極
的
に
利

活
用
す
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
だ
が
、
町
は
こ
の
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

町
　
長

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
町
の
特
産

品
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
補

助
金
の
一
部
を
町
内
の
商
品

券
と
す
る
対
応
を
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
し
ち
の
へ
産
直
施

設
は
、
町
内
消
費
の
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
町
内
消
費
活
動
に
よ
る
地

域
内
消
費
循
環
は
、
経
済
的

に
も
大
切
な
要
素
で
、
そ
の

意
識
を
持
っ
て
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

議　

員

　

企
業
同
士
で
の
域
内
需
要

を
高
め
る
相
互
協
力
の
取
り

組
み
を
ど
う
進
め
る
か
。

　

町
民
の
協
力
・
企
業
の
役

割
な
ど
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

若
年
者
等
の
人
材
、
後
継

者
の
育
成
が
急
務
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
。

町
　
長

　
人
材
育
成
、
後
継
者
の
問

題
は
商
業
の
み
な
ら
ず
、
農

業
、
建
設
業
、
町
内
全
て
の

産
業
に
お
い
て
最
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
七
戸
町
商
工
会
で
は
、
小

規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
経
営
発
達

支
援
計
画
に
沿
っ
た
支
援
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
町
、
商
工
会
、
青
森
県
事

業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
支
援
機
関
と
と
も
に
、

支
援
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

議　

員

　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
し
て

町
内
に
就
職
す
る
人
が
ふ
え

る
こ
と
が
痛
切
に
願
わ
れ
る

が
、
そ
の
た
め
の
企
業
へ
の

奨
励
金
制
度
な
ど
つ
く
る
考

え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
企
業
へ
の
奨
励
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
今
は
考
え
て
い

な
い
。

　
企
業
へ
の
奨
励
金
で
は
な

く
、
転
入
者
へ
の
助
成
制
度

を
拡
充
し
、
既
存
の
新
築
住

宅
補
助
、
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
け
家
賃
補
助
に
加
え
て
、

今
年
度
か
ら
東
京
23
区
か
ら

町
に
転
入
し
た
場
合
、
移
住

し
就
職
し
た
方
に
対
す
る
移

住
支
援
金
を
補
助
し
て
い
く
。

議　

員

　

地
方
行
政
の
中
に
中
小
企

業
・
小
規
模
業
者
支
援
を
位

置
づ
け
、
総
合
的
な
枠
組
み

の
中
で
関
係
機
関
の
役
割
を

明
確
に
し
、
町
ぐ
る
み
の
体

制
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
て

も
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
」
が
必
要
と
思

う
。

　

今
、
全
国
的
に
こ
れ
を
制

定
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
町
は
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
　
長

　
全
国
の
商
工
会
を
有
す
る

市
町
村
を
対
象
に
、
制
定
状

況
は
約
29
％
。
県
内
で
は
、

青
森
市
、
八
戸
市
、
十
和
田

市
、
三
沢
市
、
む
つ
市
の
５

市
、
東
北
地
方
で
は
六
つ
の

町
が
制
定
し
て
い
る
。

　
今
す
ぐ
に
制
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
条
例
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
の
振
興
を
支
援

し
て
い
く
。

佐々木　寿夫 議員

一問一答方式

町の中小企業・小規模企業の振興を
進めるため、振興条例を定める考えは

町長

一
般
質
問中小企業・小規模企業者の持続化、起業・創業支援

に取り組み、今後の社会情勢、動向を注視したい

一 般 質 問
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一
般
質
問

町長

議　

員

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
七
戸
町
総
合
戦
略
に
基
づ

い
て
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
み
４
年
経
過
し
た
。

　

人
口
の
減
り
方
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
か
。

町
　
長

　
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査

で
は
、
１
５
　
７
０
９
人
。

町
独
自
推
計
の
１
５
　
５
３

４
人
よ
り
も
多
い
。
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
２
０
２
０

年
の
国
勢
調
査
後
の
人
口
が

町
独
自
推
計
よ
り
も
若
干
上

回
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
当
初

よ
り
人
口
減
少
は
緩
や
か
に

な
っ
て
お
り
、
総
合
戦
略
で

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
等
が

人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

議　

員

　

人
口
増
加
に
転
じ
る
こ
と

を
目
標
に
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
か
。

町
　
長

　
総
合
戦
略
は
今
年
度
で
５

カ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
な

る
。
第
１
期
総
合
戦
略
の
取

り
組
み
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業

績
評
価
指
標
）
を
検
証
し
、

効
果
や
課
題
を
明
確
に
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

第
２
期
総
合
戦
略
を
策
定
す

る
予
定
。
そ
れ
に
お
い
て
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の

方
向
性
や
取
り
組
み
内
容
等

を
示
し
た
い
。

議　

員

　

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
町
の
35
～
39
歳
と

45
～
49
歳
の
男
性
の
未
婚
率

が
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
。

　

独
身
者
の
70
％
が
、
将
来

結
婚
す
る
相
手
に
は
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
こ
と
を
望
ん
で

い
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
あ
る
。
未
婚
率
と
喫
煙

率
の
関
係
に
つ
い
て
の
分
析

も
必
要
だ
と
感
じ
た
。

①
結
婚
す
る
率
を
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
出
生
率
を
高
め
る
た
め
の

取
り
組
み
状
況
は
。

町
　
長

①
若
い
男
女
の
出
会
い
の
場

を
創
出
す
る
た
め
に
、
若
者

移
住
促
進
事
業
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
婚
活
ツ
ア
ー
や

趣
味
コ
ン
等
を
企
画
し
た
。

　
平
成
26
～
30
年
度
ま
で
に

13
の
事
業
を
実
施
し
、
民
間

事
業
者
で
あ
る
結
婚
相
談
所

と
町
が
協
定
書
を
締
結
し
、

入
会
金
や
活
動
経
費
の
一
部

補
助
も
実
施
し
て
き
た
。

　
今
年
度
は
、
若
い
男
女
が

交
流
で
き
る
機
会
を
ふ
や
す

た
め
、
民
間
団
体
や
事
業
所

等
が
企
画
す
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
等
に
対
す
る
補
助
金
を
予

算
計
上
し
、
町
民
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

②
若
い
男
女
の
出
会
い
の
場

の
創
出
が
、
未
婚
率
の
低
下

を
改
善
し
出
生
率
を
高
め
る

と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
子
育
て
支
援
策
も
重
要
で

あ
り
、
出
産
や
子
育
て
に
係

る
経
済
的
支
援
は
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

議　

員

　

町
で
は
多
額
の
予
算
を
確

保
し
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
、
私
は
親
も
自
分
の

子
供
の
子
育
て
支
援
を
す
る

こ
と
が
大
事
で
、
自
分
の
子

供
が
自
分
の
家
か
ら
出
て
行

っ
て
戻
っ
て
来
な
い
と
い
う

危
機
感
を
町
民
一
人
一
人
が

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
町
の
人
口
減
少
の
要

因
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
率
が
低

い
こ
と
も
あ
る
。

　

給
料
が
高
い
大
企
業
に
就

職
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
場
合
、

所
得
格
差
が
大
き
過
ぎ
て
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
に
く
い
と
い
う

状
況
も
考
え
ら
れ
る
。　
　

　

所
得
格
差
と
Ｕ
タ
ー
ン
率

と
の
関
係
の
分
析
は
。

町
　
長

　
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
が

第
２
期
総
合
戦
略
の
策
定
に

お
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

議　

員

 

「
私
の
幸
福
論
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
宿
題
の
お
か
げ
で
、

自
分
や
家
族
の
幸
せ
に
つ
い

て
意
識
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
私
の
場
合
は
Ｕ
タ
ー
ン

に
つ
な
が
っ
た
。

　

町
内
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、

分
析
に
活
用
し
て
は
。

　

ま
た
、
子
供
が
戻
り
た
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を

親
が
止
め
て
い
る
例
を
幾
つ

か
見
て
来
た
。
親
の
意
識
調

査
も
行
う
考
え
は
。

町
　
長

　
現
在
、
町
民
課
と
庶
務
課

に
お
い
て
、
転
入
者
と
転
出

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
転
出
者
の

Ｕ
タ
ー
ン
意
思
を
把
握
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
第
２
期

総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、

町
内
在
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
う
予
定
。

　
親
の
意
識
調
査
は
大
変
よ

い
こ
と
な
の
で
、
調
査
項
目

に
加
え
、
い
ろ
い
ろ
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

最
も
効
果
的
な
対
策
は
、

町
民
一
人
一
人
に
自
分
に
と

っ
て
も
重
要
な
課
題
だ
と
認

識
さ
せ
町
民
の
自
助
努
力
を

引
き
出
す
こ
と
だ
と
思
う
。

哘　　清悦 議員
人口減少対策の効果と今後の取り組みは

一問一答方式

人口減少は緩やかになっており、今後の
取り組みは第２期総合戦略で示したい

，

，
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
５
月
20
日

　
案
　
件
　
①
令
和
元
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
平
成
30
年
度
徴
収
見
込
み
（
税
務
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
税

　
　
　
　
　
務
課
長
よ
り
徴
収
見
込
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

　
　
　
　
　
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
元
年
６
月
３
日

　
案
　
件
　
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
提
出
依
頼
に
係
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

　
　
　
　
　
書
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
議
員
発
議
で
提
出
す

　
　
　
　
　
る
も
の
と
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
５
月
21
日

　
案
　
件
　
①
令
和
元
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
滞
納
状
況
（
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
建

　
　
　
　
　
設
課
長
及
び
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
元
年
６
月
３
日

　
案
　
件
　
請
願
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
「
種
子
法
廃
止
に
よ
る
公
共
種
子
を
守
る
た
め

　
　
　
　
　
の
請
願
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
採
択
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
の
と
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
５
月
23
日

　
案
　
件
　
①
令
和
元
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
元
年
７
月
９
日

　
案
　
件
　
学
校
訪
問

　
　
　
　
　
（
天
間
林
中
学
校
・
天
間
林
小
学
校
）

　
内
　
容
　
各
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
方
針
や
学
校
、
生
徒

　
　
　
　
　
の
様
子
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
授
業
を
視
察
し

　
　
　
　
　
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
５
月
29
日

　
案
　
件
　
６
月
定
例
会
会
期
日
程
等
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
・
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案

　
　
　
　
　
　
等
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
通
告
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
質
問
内
容
等
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
・
陳
情
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
請
願
１
件
を
建
設
産
業
常
任
委
員
会
へ
付

　
　
　
　
　
　
託
、
陳
情
２
件
を
資
料
配
付
、
発
議
１
件
を

　
　
　
　
　
　
議
案
審
議
の
日
程
で
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
・
会
期
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
会
期
日
程
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
７
月
２
日
・
11
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
57
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
８
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
の
編
集
を
行
っ
た
。
　

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

え
る
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
当
委
員
会
で
、
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
議
論
し
、
準
備

し
、
実
行
し
、
町
民
が
手
に

し
、
読
み
た
く
な
る
紙
面
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
　
　
中
　
野
　
正
　
章

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
よ
り

一
層
、
町
民
の
興
味
・
関
心

を
呼
び
、
内
容
も
充
実
さ
せ

た
い
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら

「
町
民
の
声
」
を
載
せ
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
先
日
行
わ
れ
た
青
森
県
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
住
民

の
代
表
者
で
あ
る
議
会
を
強

く
打
ち
出
し
た
広
報
の
企
画

・
編
集
例
と
し
て
、
住
民
か

ら
の
意
見
情
報
を
紙
面
に
加

編
集
後
記


